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日系南米人 の 若者の アイ デ ン テ ィ テ ィ と生活経験 の 関係

一 三重県で の ア ン ケ ー ト調査をもと に
-

永田 素彦 ･ 藤本 久司

要旨 : 三 重県 に 住む 日系南 米人 の 若者 69 名を対象 と した ア ン ケ ー ト調査 に基 づ き
､ 彼 らの エ ス

ニ
ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ と生活関係の 関連を検討 した

｡
そ の 結果､ (1) 彼 らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ

形成 は ､ 来 日時年 齢や 滞在期 間と 強く 関連 して い る こ と､ (2) ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は 出身

国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 持 つ 若者が 多 い の と比 べ て
､ 将来 の 出身国 に つ い て は母 国を 選択す る 割

合が 小 さ い こ と､ ( 3) 家庭 で の 使 用言語 ､ 差別 ･ い じめ の 経験 が
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 関連 して

い る こ と を見 出 した｡

1 . 問題

19 9 0 年 の 入管法改正 以降､
日 本 に 暮 らす 日系外国人 の 数 は

､ 増加の
一

途 を た ど っ て い る ｡

三 重県 は近年特 に そ の 傾向が 強 い ｡ 法務省 の ｢平成 1 8 年度在留外国人統計｣ に よ る と
､

2 0 0 5

年 1 年間 の 外国人登録者数 の 前年比増加数 は 4
,
7 3 0 人 ､ 増加率 1 1 .4 % で

､
と も に 全国 ト ッ プ で

あり､ 外国人登録者 が 人 口 に 占め る割合 は 2 .4 8 % と
､ 東京都 ､ 愛知県 に 次 い で 全国第 3 位 と

な っ た ｡ こ れ ら の 変化 の 要因の
一 つ は

､
ブ ラ ジ ル

､
ペ ル

ー

､
ボ リ ビ ア な どか ら釆 た 日系人 の 増

加で あり､ 日系南米人 の 集住が進 む東海地方 の 中で もと り わ け際立 っ て い る｡ 最近 で は家族 と

とも に 来 日 し
､ 長期的に 滞在な い し定住す る傾向が 強ま っ て い る ｡

その よ う な 中､ 近年特 に 重視さ れ て い る の が
､

日 系南米人の 若者の 問題 で あ る｡ 特 に
､ 学齢

期の 子 どもに つ い て は
､ 日本語が で きず ､ 生活習慣 に な じ めず

､
日本 の 学校 に 適応で きな い ケ ー

ス が 多く､ 不登校や 不就学 に な る こ と も珍 しく な い (宮島,
2 0 0 3

,
7 章 ; 太 田 ･ 坪谷,

2 0 0 5) .

学校 に 通 っ て い て も､ 日 本語 が 満足 に で き な い 子 ども は
､ 教科学習 に もつ い て い け ず

､ 高校進

学も難 し い ｡ 実際､
1 9 9 9 年文部省学校基本調査 に よ れ ば

､ 外国籍生徒の 高校進学率 は 4 9 .7 %

で あり､ 日本人 と比 べ て 著 しく低い ｡ 最近 で は
､ 学校に 適応 で きず

､ 就職もで き な い 外国籍 の

若者の 非行化 を心 配 す る 声も根強い
1)

｡

こ う し た問題 の 大 き な 要因の
一

つ と して
､

日系南米の 若者 と そ の 親 に と っ て
､ 中長期的な 将

来像が 定 ま ら な い と い う 問題が ある ｡ そ の 理 由 の
一 つ は

､ 彼 ら の 多く が不安定 な 雇用状態 に あ

る こ と だ (梶 田 ･ 丹野 ･ 樋 口 ,
2 0 0 5

,
6 葦) ｡ 非正 規雇用労働者 と して

一

年毎 の 契約更新 が 必

要で
､ 失業 の 不安 が大 き な 状態で は

､ 長期的な生活設計を す る こ と は難 しい ｡

一

方 ､
日 系南米

人の 多く は､ 当初 は短期の 出稼 ぎ目的で 来日 し て お り､ 目標 の 金額 を稼 げ ば す ぐに で も母国 に

戻る つ もり で い る｡ 日 本を 生活の 基盤 に す る つ もりが な い 人 々 の 大半 は
､ 子 どもが 日 本語 を 覚

え た り､ 日本 の 学校 で 学ん だ りす る こ と に も消極的で あ る｡ し か し実際に は
､

さ ま ざま な 事情

か ら､ 日本 で の 滞在 が 予定以上 に 長期化 す る ケ
ー

ス が 多い ｡ そ の よ う な 場合 で あ っ て も､
｢ ど

う せ す ぐに 母国 に 戻 る の だ か ら｣ と 子 どもの 教育 をな お ざり に す る ケ ー

ス も少な くな く､ 結果

と して ､ 日本語もで き ず ､ 学校 に も通わ な い ( 通 えな い) 子 ども た ち が増 え る こ と に な る ( イ
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シ カ ワ
,
2 0 0 5 ; 宮島

,
2 0 0 3

,
6 章) ｡

こ の よ う な不安定 さ は ､ 子 ども た ち の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ､ 特 に エ ス ニ ッ ク ･

ア イ デ ンテ ィ テ

ィ
2)
の 問題 と も大 き く関わ っ て い る｡

エ ス ニ ッ ク ･

ア イ デ ン テ ィ テ ィ は ､ 自分 が あ る エ ス ニ
ッ

ク 集団 に 所属 し て い る と い う 所属感と
､

そ れ に 伴う 評価や 感情 で あ る ( P h i n n e y ,
1 9 9 6) ｡ 異

文化 で 生 活す る 子 どもた ち に と っ て
､

エ ス ニ ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形成 と維持 は重要な 問

題 で あ り
､ 自分 ら しさ の 中核た る ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成と も密接 に 関わ る｡

エ ス ニ ッ ク ･ ア イ

デ ン テ ィ テ ィ の 形成は ､ い く つ か の 要因と強く関連 して い る｡ 第 1 は
､ 言語能力や 文化的規範

で あ る｡ そ の エ ス ニ シ テ ィ の 母語を 自由自在 に 操 り
､ 文化 に 共有さ れ た 自明の 価値体系や 規範

を体得 す る こ と が､
エ ス ニ

ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成の 条件 とい え る (箕浦,
1 9 9 1 ; 鈴木,

2 0 0 4) ｡ 第 2 は､ 差異 の 認知 で ある｡

一

般に は
､ 異文化体験 に より､ 反照的 に

､ 自ら の エ ス ニ
ッ

ク ･ ア イ デ ンテ ィ テ ィ が 強化さ れる ｡ しか し
､ 日系外国人の 場合､ 主流文化 と の 対照 に お い て ､

常 に 異 な る ア イ デ ン テ ィ テ ィ を意識 さ せ られ る機会が 多く ( 母国で は 日本人 ( ニ
ッ ケイ) と呼

ば れ､
日 本 で は外国人 と呼 ば れ る) ､

エ ス ニ
ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 揺 ら ぎ や す い ( 関 口 ,

2 0 0 3 ; 辻本,
1 9 9 8) ｡ 第 3 は､ 社会文化的環境で あ る ｡

エ ス ニ
ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ は

､ 自

分 を肯定的に 受 け入 れ て くれ る 社会文化的環境の もと で 形成さ れ ､ 自分が 排除 さ れ て い る と認

知 さ れ る よ う な環境 の も とで は維持 さ れ に く い ( 鈴木,
2 0 0 5 ; 辻本,

1 9 9 8) ｡

母 国を離 れ て 外国で 生活す る 子 ども た ち に と っ て ､
エ ス ニ ッ ク ･

ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形成 と

関連す る生活経験上 の 要因 に は どの よ う な もの が あ る だ ろ う か ｡ 箕浦 (19 9 1) は､ ア メ リ カ ･

ロ ス ア ン ゼ ル ス に 暮 ら す 日 本人の 子 どもた ちを 対象と した 調査結果の 垂回帰分析 か ら､ 文化的

ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成に は ､ ア メ リ カ で の 滞在期間と 渡航時年齢の 寄与が 最も大 きく (滞在期

間 が長く
､

渡航時年齢 が 若 い ほ ど､ ア メ リ カ文化 へ 同化す る) ､ ア メ リ カ人 と の 交友の 密度､

子供 の 英語力 ( 自己評定) の 影響も大 き い こ と
､

一

方 ､ 家庭環境の 影響 は あ まり大 きく な い こ

と を見出し て い る｡ ま た
､ 鈴木 (2 0 0 4) は

､
イ ン ドネ シ ア 在住の 日系国際児を対象 と し た調査

で
､ 文化的ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形成 に は､ 居住地 (国) ､ 日本人 の 親 の 性別､ 両親の 文化 (国)

の 組 み合 わ せ
､ 子供 の 外見的特徴､ 家庭環境 (家族構成､ 言語使用､ 経済状態 な ど) ､ 学校環

境､ な ど の 要因が影響 を 及 ぼ す こ と を示唆 して い る ｡

本稿 は､ 南米出身 の 日 系人の 若者 を対象 に ､ 彼 らの ア イ デ ンテ ィ テ ィ と生活経験 と の 関連を

明 らか に す る こ と を目的と して い る｡ より具体的 に は ､ ア イ デ ン テ ィ テ ィ お よ び将来住 み た い

国 と､ 来 日年齢､ 日本 で の 就学
･ 就職経験 な どの 生活史的特徴､ 家族関係､ 友人関係 な どの 人

間関係､ 生活満足度､ 日 本 へ の 好感 な ど の 日常的意識 と の 関連を 総合的に 考察す る｡ 以下､ 2

節 で は､ 2 0 0 5 年 に 実施 し た ｢ 日 系人 の 若者 の ア ン ケ ー ト調査｣ の 概要 と分析結果を 報告す る ｡

3 節で は､ 2 節 の 結果 を
､

日 系人の 若者 に 評価 して も らう た め に 実施 し た面接調査 の 結果 を報

告す る｡ 4 節で は
､ 本研究 の 成果を総括 し､ 今後の 展望を述 べ る ｡

2
. 日系南米人 の若者 へ の ア ン ケ ー

ト調査

(1) デ ー タ

本研究が 依拠す る デ ー タ は ､ ｢ 日系 ブ ラ ジル 人 の 少年犯罪 に 関わ る 社会環境 に つ い て の 研究｣

( 社会安全研究財団､ 代表 : 児玉 克哉､ 20 0 5 年) の
一

環 と し て 実施さ れ た ､ 日系南米出身者の

若者 へ の ア ン ケ ー ト調査 の デ ー タ で あ る｡ 筆者 ら は､ 当該研究 の
一

員 と して ､ 主 に ア ン ケ
ー

ト
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永田素彦 ･ 藤本久司 日系南米人の若者の アイ デ ンティ ティ と生活経験の関係一三垂県で の ア ンケ
ー

ト調査をもとに一

分析 を担当 した｡ な お
､ 調査結果の 概要 に つ い て は児玉 他 (2 00 5) を 参照さ れ た い

｡

(2) 調査概要

ア ン ケ ー ト調査 の 目的は
､

三重県 に 住 む南米出身 の 若者 の
､ 日本人 や 日 本の 学校に 対す る評

価､ 自分 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ や将来 に 対す る 意識､ 家族 ･ 友人関係 の 概要 を 明 らか に す る こ と

で あ っ た｡ 調査時期 は､ 20 0 5 年 4 月下旬か ら 5 月末で あ る ｡ 三 重県 に 住む 中学生か ら 2 5 歳 ま

で の 南米出身者 で
､ 日本 に 1 年以上 在住 して い る者を 調査対象 と し た｡ 調査対象者 に は､ 日本

人 ･ 日 系人 の 外国人支援 N P O 関係者､ 日 系人 の 大学生 ･ 大学院生 を 介 し て ア プ ロ ー チ し
､

ア

ン ケ ー ト調査 へ の 協力 を依頼 し た｡ 調査方法は､ 質問票 を用 い た構造化面接法 で あ っ た｡ 質問

票は､ 日 本語､ ポ ル ト ガ ル 語､ ス ペ イ ン語の 3 種類を 用意 し た｡ 面接も､ 調査対象者 の 言語 に

応 じて
､ 日 本語､ ポ ル トガ ル 語､

ス ペ イ ン 語の い ず れ か で 実施 し た｡

有効回答数 は ､ 69 名 で あ っ た｡ 内訳 は､ 性別 : 男 40
､

女 29 ; 年齢 : 1 3 - 1 5 歳 2 5
､

1 6 - 1 8

歳 19
､

1 9 - 2 2 歳 1 4
､

2 3 - 2 5 歳 11 ; 現在の 居住地 : 伊賀市 3 0 ､ 鈴鹿市 3 0
､

そ の 他 9 ; 日本滞

在合計年数 : 1 - 3 年 13
､

4 - 5 年 1 2
､

6 - 1 0 年 24 ､
1 1 年以上 20 ; 出生国 : ブ ラ ジ ル 3 7 ､

ペ ル
ー

1 8 ､ ベ ネ ズ エ ラ 4
､ ボ リ ビ ア 3

､ 日本 7 ; 来日 時の 年齢 : 日本 で 生 ま れ た 6
､

7 歳未満 2 2
､

7 - 1

2 歳 1 9
､

1 3 - 1 5 歳 9 ､ 1 6 - 1 8 歳 6
､

1 9 - 2 2 歳 7
､

2 3 歳以上 o ､ で あ っ た｡

質問紙 の 構成 は次 の 通 り で あ る｡ 0) デ モ グ ラ フ ィ ツ ク 項目､
1) 学校 に 関す る こ と

､
2) 日

本 の 学校 に 対す る評価 ､
3) 相談相手 に 関す る こ と､ 4) 家族 に 関す る こ と

､
5) 友人 ･ 交友関

係 に 関す る こ と､
6) 日本 や 日本人

､
ア イ デ ン テ ィ テ ィ に 関す る こ と

､
7) 生 き が い や将来 に 関

す る こ と､ 8) 南米出身 の 若者 の 問題行動や共生 に 関す る自由回答｡

本稿 で は､ 特 に ､ ア イ デ ン テ ィ テ ィ と将来 に 関す る こ と と
､

そ の 他の 項目 と の 関連 を分析す

る｡ ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は
､
｢ あ な た 自身の 意識 は どれ に 近 い で し ょ う か｣ と い う 項目

に 対 し て ､ ｢1 . 日本人 だ と い う意識 が強 い｣ ｢2 . 出身国人 だ と い う 意識が 強 い｣ ｢ 3 . 1 と 2 の 意

識が 共存 して い る｣ ｢ 4
. よく わ か ら な い｣ の 4 つ の 選択肢 か ら 1 つ を 選択す る よ う 求め た ｡ 将

来 に 関す る こ と に つ い て は､ ｢ あ な た は将来も日本 に 住 み た い で す か｡ 母国 (南米) に 住み た

い で す か｣ と い う 質問 に
､
｢1 . 日本 に 住 み た い｣ ｢2 . 母 国 に 住 み た い｣ ｢ 3 . わ か ら な い｣ の 3 つ

の 選択肢 を 用意 し た｡

こ こ で ､
エ ス ニ ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 項目の 関連 に つ い て 若干ふ れ て

お き た い
｡ 郡司 (20 0 5) は 日系 ブ ラ ジ ル 人の 子 どもを め ぐる研究 の パ ー

ス ペ ク テ ィ ヴを ､ ①同

化再生産 型 ､ ②文化的越境型 ､ ③積極的位置取り型 の 3 群 に 整理 し､ 各 パ ー

ス ペ ク テ ィ ヴ に お

け る ア イ デ ン テ ィ テ ィ と エ ス ニ シ テ ィ の 関係を詳細 に 述 べ て い る｡ 本研究の ア イ デ ンテ ィ テ ィ

項目 は､ ｢ 国籍 に 基 づ く集団 と と も に ､ そ こ に 属 す る 人 た ち が も っ て い る で あ ろ う と さ れ る

『文化』 を想定 し て い る｣ と い う意味 で ｢ ア イ デ ン テ ィ テ ィ
- エ ス ニ シ テ ィ｣ で あり､ 研究群

① の 定義 に 近 い
｡ た だ し

､ 研究群① が 持 つ｢『日 本』 - 『ブ ラ ジル』､ あ る い は そ の 中間 に あ る

『日 系 ブ ラ ジ ル 人』 の 二 項対 立 的な軸上 で 論を展開す る｣ だ け で は なく､ ｢ 共存｣ ｢ わ か ら な い｣

の 回答 に 加 え る こ と に よ っ て ､ 研究群②の ｢民族 や国家 と い う枠組 み を 越え た 多元的 ･ 流動的

な ア イ デ ン テ ィ テ ィ を保持 し た存在｣ ｢ ア イ デ ン テ ィ テ ィ
エ

ア イ デ ン テ ィ フ ィ ケ -

シ ョ ン｣ と

し て の 立 場も考慮 して い る ｡
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(3) 結果

1) ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 将来の 居住国

自分 が何人だ と い う 意識が 強い かと い う質問 に 対して は
､

日 本人 (8 名)
､

出身国人 (38 名) ､

両者 が混在 (1 1 名) ､
よ くわ か ら な い (6 名) で あ っ た ( 無回答 6 名) ｡ ま た

､
将来も日 本 に 住

み た い か
､

母国 (南米) に 住 み た い か と い う 質問に 対 して は
､ 日 本 (28 名) ､

母国 (15 名) ､

わ か ら な い (25 名) で あ っ た ( 無回答 1 名) ｡ ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 自分 の 将来 とい っ た 根本的

な部分 で ､ 迷い を も っ て い る若者が少 なく な い こ とが 見て と れ る ｡

表 1 は両者 の ク ロ ス 表 で あ る ( x
2

-

2 1 .4 5
, p く.0 1) ｡ 表 か ら わ か る よ う に

､
日 本人 と し て の

ア イ デ ン テ ィ テ ィ をもつ 若者 は将来も 日本 に 居住 し よう と考え て い る の に 対 し
､ 出身国人 と し

て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を もつ 若者 は
､ 将来 の 居住国 に つ い て ､ 日本､ 出身国､

わ か ら な い に ほ

ぼ 三 分さ れ る ｡

表1 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と将来の 居住国の ク ロ ス 表

将来の 居住 国

日 本 出身 国 わ か ら な い ･ 計

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日 本 人 8 0 0 8

出 身 国 人 13 13 1 2 3 8

両者か共存 5 1 5 1 1

わ か ら な い 1 0 5 6

計 2 7 1 4 2 2 6 3

2) ア イ デ ン テ ィ テ ィ お よ び将来の 居住国 と他変数 と の ク ロ ス 表分析

ア イ デ ン テ ィ テ ィ お よ び 将来 の 居住国と､ 他の 変数 と の 関連を 明 らか に す る た め に
､

ク ロ ス

表分析 を行 っ た｡ x
2

検定 の 結果､ 有意な 関連 が見 られ た の は､
ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は

､

年齢､ 滞在年数､ 来 日年齢､
差別 ･ い じ め の 経験､ 家庭で の 言語 な ど で あ っ た｡

一

方､ 将来 の

居住国と は
､ 滞在年数 ､ 家庭 で の 言語 な どが有意 に 連関 して い た｡

年齢 (表 2) ､ 来 日年齢 (表 3) ､ 滞在年数 (表 4) は
､

そ れ ぞ れ ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 関連 し

て い た (順 に
､ x

'

2
- 1 9 .3 6

, p く.0 5 ; x
'

2
- 4 9 .6 3

, p く.0 1 ; x
2

- 3 0 .8 8
, p く･0 1) ｡ 年齢 と ア イ デ ンテ ィ

テ ィ の 関連 を見 る と
､ 日本人 と い う 回答は

､ 年齢が 小さ い ほ ど多く (8 名中 7 名が 1 3 - 1 5 歳) ､

1 9 歳以上 で は ゼ ロ で あ る｡ ま た ､ 1 6 歳以上 (4 0 名) の 3/ 4 が 出身国人 と し て の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ をも っ て い る｡ 来日 年齢 に つ い て は ､ 日本 で 生ま れ た 5 名 は全員 が ア イ デ ンテ ィ テ ィ を 日

本人 と答え て い る｡ 7 歳未満で 来 日し た者 (2 0 名) の 回答 は､ 出身国人 (9 名) ､
日本人 (3 名) ､

共存 (4 名) ､ わ か らな い (4 名) と分散 して い る が
､

7 歳以 上 で 来 日 した者 の 中 に 日 本人 ア イ

デ ン テ ィ テ ィ をも っ て い る者 は い な い ｡ ま た ､ 共存ま た は わ か らな い と回答 し た者 は､ ほ と ん

どが 1 2 歳以下 で 来 日 した 者 で あ る｡ 年齢的に は
､

小学 生 か ､ そ の 少 し前 で の 来日 が 主 で あ る

と 考 え ら れ る ｡ 滞在年数 に つ い て は
､

1 1 年以上滞在者 18 名中､
8 名 が 日 本人 ､

4 名が 共存 と

回答 した が
､ 出身国人 は 3 名 の み で あ っ た ｡

一

方 ､
1 0 年以下滞在者 に 日本人 と の 回答 は なく､

約 8 割 が 出身国人 と 回答 して い る｡ 滞在が 1 0 年を 超え る か どう か で
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 大

き く異な っ て い る こ と が わ か る ｡

ま と め る と
､ 日本 で 生 ま れ たり､ 幼 い 頃に 来 日 し

､
日 本 に 1 1 年以上 滞在 して い る 中学 生 の

年代 に は
､ 日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を持 っ て い る者が 比較的多く

､
｢ 共存｣ を含 め る と 6

,
7 割
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ー

ト調査をもとに一

程度存在す る ｡ 逆 に
､

7 歳以上 で 来日 し
､ 滞在 1 0 年以下で ､ 現在 1 9 歳以上 の い ず れ の 場合 で

も
､

日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を単独で も っ て い る者 はな く､
ほ とん どが 出身国人 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ をも っ て い る｡ 年齢 ､ 来 日年齢 が上 が り､ 滞在年数が少 な い ほ ど､ 出身国 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を も つ 者の 割合 が 多 い ｡ ま た
､ 両者の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 共存 して い る の は 1 2 歳以下 で 来日

し た者 に 多 い ほ か
､ 年齢､ 滞在年数の 各区分 に も

ー

定の 割合 で 存在 し て い る｡

滞在年数 は
､ 将来 の 居住国と も関連す る傾向に あ っ た ( 表 5

､ x
2

- 1 0 .9 8
, p く.1 0) ｡ 滞在年

数 が 1 0 年以下 の 者 (4 9 名) の 回答 は､ 日本 (16 名) ､ 出身国 (15 名) ､ わ か ら な い (18 名)

と ほ ぼ 三 分 さ れ て い る ｡

一

方､ 滞在年数が 1 1 年以上 の 者 (1 9 名) は､ 日本 (1 2 名) と わ か ら

な い (7 名) に 二 分さ れ ､ 出身国に 居住す る と答 えた 者 は い な い
｡ 将来の 居住国の 回答理 由 に

関す る 自由回答を見 る と
､ 滞在期間が短く出身国に 住み た い と考 え て い る者 の 理 由は､ 家族や

友達が い る か ら な どの 積極的理 由 (｢ 両親が ペ ル ー

に い る か ら｣ な ど) ､ 日本 で の 生活に 慣 れ な

い な ど の 消極的理 由 (｢ こ こ で の 生 活 に は慣れ な い の で｣ な ど) が あ る ｡ 滞在が 1 1 年以 上 で 日

本 に 住 み た い と 考 え て い る者 の 理 由 に は､ 日 本 に 生活 の 基盤が あ る か ら と い っ た 理 由が 多 い

(｢ 私 は基本的に 日本生 ま れ と 同 じ｣ ､ ｢ 母国に つ い て あ ま り知識が な い の で ､ よく知 っ て い る 日

本 の ほ う が い い｣ な ど) ｡ わ か らな い 理 由 は､ ほ とん どが ､ 日本 で の 生活 に 慣 れ て い る が
､

母

国や 母国に 住む 家族 へ の 思 い も断 ち が た い と い っ た も の で あ っ た (｢ 私 は もう こ こ の 生活 に 慣

れ た け ど
､ 親戚 は全員 ブ ラ ジル に い る｣ ､ ｢ 母国に 戻り た い 気持 ち は 強 い が

､
7 歳 の 頃か ら ず っ

と日 本に い る の で ､ 不安 な気持 ち の 方が強 い｣ な ど) ｡ 滞在 が 1 1 年以上 の 者 は､ 日 本で 成長 し
､

日 本が 母国 と い う意識 に 近 い 者もい れ ば
､ 年少期の 長期滞在で 日本社会 へ の 適応 が か な り進 ん

で い る者もい る
一

方 で ､ 母国の 社会､ 文化
､ 習慣 に つ い て は ほ とん ど覚え て い な い と思 わ れ る｡

滞在期間 が 1 1 年以 上 で ､ 将来出身国に 居住 した い と 回答 し て い る 者が い な い の は
､

そ の た め

で あ ろう ｡

表 2 年齢 とア イ デ ン テ ィ テ ィ の ク ロ ス 表

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日本 人 出身国人 両者 が 共存 わ か ら な い 計

年 齢

1 3 - 1 5 歳 7 8 4 4 2 3

1 6 - 1 8 歳 1 1 3 3 0 1 7

1 9 - 2 2 歳 o 1 0 1 2 1 3

2 3 - 2 5 歳 o 7 3 0 1 0

計 8 3 8 1 1 6 6 3
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表 3 来 日年齢 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の ク ロ ス 表

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日本人 出身 国人 両者が 共存 わ か らな い 計

来 日年齢

誕 生 時 5 0 0 0 5

7 歳 未 満 3 9 4 4 2 0

7 - 1 2 歳 0 1 1 5 2 1 8

1 3 - 15 歳 0 8 1 0 9

1 6 - 18 歳 0 5 0 0 5

1 9 - 2 2 歳 o 5 1 0 6

計 8 3 8 1 1 6 6 3

表 4 滞在年数 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の ク ロ ス 表

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日本人 出身 国人 両者 が共 存 わ か らな い 計

滞在年数

1 - 3 年 0 10 1 1 12

4 - 5 年 0 8 2 0 10

6 - 1 0 年 o 1 7 4 2 2 3

1 1 年 以 上 8 3 4 3 18

計 8 3 8 1 1 6 6 3

表 5 滞在年数 と将来の 居住国の ク ロ ス 表

将来 の 居住国

日本 出身 国 わ か らな い 計

滞在年数

1 - 3 年 6 4 3 13

4 - 5 年 4 3 5 12

6 - 1 0 年 6 8 10 2 4

1 1 年 以 上 1 2 0 7 1 9

計 2 8 1 5 2 5 6 8

差別や い じ め の 経験 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ との 関連に つ い て は､ 日本人 と 回答 した者 に は非経

験者 が多く､ 出身国人 と回答 した者 は 3 7 名中 22 名が経験 し て い る ( 表 6
､ x

2
- l l .4 4

, p く.0 5) .

自由回答で は､ 出身国ア イ デ ン テ ィ テ ィ を もつ 者や共存 し て い る者 が､ 学校 で の い じめ ､ 店舗､

職場､ 警察 な ど で の 差別体験 に 言及 し て い た｡ 自由回答か ら具体的に 引用 す る と ､ ｢ ( 学校 で)

い じ め と か い っ ぱ い あ っ た｣ (16 - 1 8 歳 ､ 女 ､
ア イ デ ン テ ィ テ ィ エ ペ ル

ー 人) ､
｢ 警察 と 中学の

先生 の 態度 が や た ら と ( 日本人 の と き と) 違 う｣ (1 6 - 1 8 歳､ 男､ ブ ラ ジ ル 人) ､
｢ 小学校の と

き ブ ラ ジル に 帰 れ と 言 わ れ た こ と が あり
､

す ごく傷 つ い た｣ (19 - 2 2 歳､ 女､ ブ ラ ジ ル 人) ､

｢ 何年か 前､ 日 本語が あ ま り話せ な い とき は とて も苦労 し た｡ い じ め と か 差別 を受 け た ｡ こ の

こ と ば な か な か 忘れ られ な い｣ (16 - 1 8 歳､ 女､ 共存) ､ ｢ 外国人 で あ る た め に デ パ ー トか ら排

除 され た｣ (19 - 2 2 歳 ､ 男､
ブ ラ ジ ル 人) ､ ｢ 仕事 の 中で 何度も軽蔑 さ れ､ 悪い 扱 い を 受 け た｣

(2 3 - 2 5 歳､ 女､ 共存) ､ ｢ コ ン ビ ニ で 買 い 物 をす る と き店員に 無視 さ れ た り馬鹿 に さ れ たり し
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ー

ト調査をもと に←

た｡ い く ら 日本語 が う まく な っ て も明らか に 外国人の 顔 な の で ､ 日本人 と溶 け込 ん で 暮 らせ な

い か ら母国 に 住 み た い｣ (23 - 2 5 歳､ 男､ ブ ラ ジル 人) ､ な ど の い じめ ･ 差別体験 が 語 られ て

い る ｡

表 6 差別 ･ い じめ の 経験と ア イデ ン テ ィ テ ィ の ク ロ ス 表

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日本人 出身 国人 両者が 共存 わ か らな い 計

差別 ･ い じ め の 経験
あ る 1 2 2 5 0 2 8

な し 7 1 5 6 6 3 4

計 8 3 7 11 6 6 2

家庭 で の 言語 は､ ア イ デ ン テ ィ テ ィ ( 表 7) ､ 将来 の 居住国 (表 8) と関連 し て い た ( そ れ ぞ

れ ､ x
2

- 3 7 . 3 6
, p く.0 1 ; x

2
- 1 0 .7 8

, p く.0 5) ｡ 家庭 で の 言語 を 日 本語の み と 回答 した者 (5 名)

は ､ 全員 が 日 本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を もち､ 将来 は日 本 に 居住 し た い と回答 して い る ｡

一

方 ､

家庭 で の 言語 が母国語 ( ポ ル トガ ル 語ま た は ス ペ イ ン語) の み の 回答者 (35 名) は､
7 割 が 出

身国ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も っ て い るが ､ 将来の 居住国は､ 日 本 (10 名) ､ 出身国 (9 名) ､ わ か

ら な い (1 6 名) と わか れ て い る｡ 家庭で 日本語と母国語 の 両方 を話 して い る者 は､
ア イ デ ン テ ィ

テ ィ は 出身国人 が 多い が
､

将来 の 居住国は 日 本と の 回答 が 多い
｡ ｢ 母国語｣ の 中に も､ 親 は 日

本語 しか話 せ な い か ら家庭言語が母国語 だが 自分 は話せ る と い う 者が い る こ と､ ｢ 日 本語 と母国

語｣ の ほ とん どが ､ 親子間で は母国語 だ が兄弟間で は 日 本語 ( も併用) と い う パ タ ー ン で ある

こ と
､

こ れ らの こ と か ら家庭言語 に か か わ らず ､ 現実的な 選択 と し て 日本 で の 居住を 望む 者が

多い と考 え ら れ る｡ 実際､ 自由回答を見 る と､ 日本に 居住 した い 理 由 に は､ 日本語 しか し ゃ べ

れ な い ､ 日 本 に 慣れ て い る
､

日本の 方が 仕事 が しや す い
､ な どの 回答が 目立 つ

一

方､ 母国 に 住

み た い 理 由 に は
､

日 本語が わ か らな い
､

日本の 習慣が好 き じゃ な い
､ な どの 回答が 目立 つ ｡

表 7 家庭で の 言語 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の ク ロ ス 表

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

日本人 出身 国人 両者 が共存 わ か らな い 計

日 本 語 5 0 0 0 5

家庭 で の 言語 母 国 語 1 2 2 4 5 3 2

日本譜 と母 国語 2 9 6 1 1 8

計 8 3 1 1 0 6 5 5

表 8 家庭で の 言語 と将来の 居住国の ク ロ ス 表

将来 の 居 住国

日本 出身 国 わ か らな い 計

日 本 語 5 0 0 5

家庭 で の 言語 母 国 語 1 0 9 1 6 3 5

日本譜 と母 国語 1 1 3 6 2 0

計 1 6 1 2 2 2 6 0
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現在 の 就学 ･ 就職状況 ( 日本 の 学校 に 通 っ て い る か
､

ブ ラ ジ ル 人学校 に 通 っ て い る か
､ 就職

し て い る か) は
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 関連 す る 傾向 に あ っ た ( x
2

- 1 6 .0 3
, p く.1 0) ｡ し か し

､

学校 の 選択 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 関連 して い る と は い えず ､ 両者 の 関係 は
､ 多分 に 年齢 や 滞在

年数の 効果に 媒介 され て い る と考え られ る｡ 出身国人､ 日 本人 の 友人の 数 は､
ア イ デ ン テ ィ テ ィ

や将来 の 居住国と は 明確 な 関連 が ば とん どな か っ た｡ 唯
一

､ 出身国人 の 友人 が い な い 者は
､ 日

本 で の 居住 を望 ん で い る と い う 傾向が あ っ た ｡ 日本 や 日本人 へ の 好感 の 程度､ 生 活満足度は ､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ や将来 の 居住国と関連 して い な か っ た｡

3) 数量 化 Ⅲ 類 に よ る分析

以上 述 べ て き た よ う な 日 系人 の 若者の ア イ デ ン テ ィ テ ィ と生活状況の 変数間の 全体的な 相互

連関を 明ら か に す る た め に ､ 数量化 Ⅲ 類 に よる 分析を行 っ た ｡ 数量化 Ⅲ類 は､
パ タ ー

ン 分類の

数量化 と も呼ば れ､
カ テ ゴ リ カル デ ー タ に 対 して ､ サ ン プ ル ( 回答者) か らの 反応 パ タ ー ン が

近 い カ テ ゴ リ ー ( 質問選択肢) 同士 に 近 い 値を 与え､ カ テ ゴ リ ー

に 対す る 反応 パ タ ー ン が 近 い

サ ン プ ル 同士 に 近 い 値 を与 え るよ う に ､ サ ン プル と カ テ ゴ リ ー の 両者 を 同時 に 数量化す る 多変

量解析 の
一

種で ある ｡ 投入 した変数 は､ 次の 1 7 ア イ テ ム ･ 5 5 カ テ ゴ リ ー

で あ る｡ ① ア イ デ ン

テ ィ テ ィ (I D ) : 1 - 日 本人
､

2 -

出身国人
､

3 - 共存､
4 - わ か らな い ; ② ア イ デ ン テ ィ テ ィ の

変化 (I D 変化) : 1 - 変 化 した ､ 2 - 少 し変化 した
､

3 - 変化 して い な い ; ③将来 の 居住国 (将

莱) : 1 - 日 本､ 2 - 出身国､
3 - わか ら な い ; ④現在学校に 通 っ て い る か働 い て い るか (現況) :

1 - 日 本の 学校 に 通 っ て い る
､

2 - ブ ラ ジ ル 人学校 に通 っ て い る
､

3 - 働 い て い る
､

4 - 就学も就

職もし て い な い ; ⑤ 日 本の 学校 に 通 っ た 経験 (学校) : 1 - あ る
､

2 - な い ; ⑥ 心配事 や 悩み の

相談柏手 (相談) : 1 - 親 と友人 ､
2 - 親､

3 - 友人､
4 - い な い ; ⑦家庭 で 話 す言語 (家言語) :

1 - 日本語 ､
2 - 母 国語､

3 - 両方 ; ⑧親と よく話 をす る か (親会話) : 1 - よく話 す､ 2 - あま り

話 さ な い ; ⑨親 に 対す る不満:1 - な い
､

2 - あ る ; ⑲同 じ国や 南米出身 の 友人 (友人) : 1 - い

な い
､

2 - 1 - 4 人 ､
3 - 5 人以 上 ; ⑪ 日本人 の 友人 U 友人) : 1 - い な い

､
2 - 1 - 4 人 ､

3 - 5 人

以上 ; ⑫ い じ め や 差別 を 受 け た 経験 ( 差別) : 1 - あ る ､
2 - な い ; ⑬ 日本 や 日 本人 へ の 好感

(好感) : 1 - と て も好感 を も っ て い る､ 2 - ま あ好感を も っ て い る ､ 3 - わ か ら な い ; ⑭現在 の

生活に 満足 して い る か (満足) : 1 -

満足､ 2 - ど ちら と もい え な い
､

3 - 不満 ; ⑮年齢 : 1 - 1 3 -

1 5 歳 ､
2 - 1 6 - 1 8 際､

3 - 1 9 - 2 2 歳 ､
4 - 2 3 - 2 5 歳 ; ⑮ 日本滞在 の 合計年数 (滞在) : 1 - 1 - 3

年 ､
2 - 4 - 5 年､

3 - 6 - 1 0 年､
4 - 1 1 年以上 ; ⑰来日 時の 年齢 (来 日) : 1 - 日 本で 生ま れ た

､

2 - 7 歳未満､
3 - 7 - 1 2 歳

､
4 - 1 3 - 1 5 歳 ､

5 - 1 6 - 1 8 歳 ､
6 - 1 9 - 2 2 歳｡
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図1 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ､ 将来 の 居住国お よ び各質問項目 の 数量化 Ⅲ類

図 1 は
､

カ テ ゴ リ ー

ス コ ア の 第 1 根と第 2 根を プ ロ ッ ト し た もの で あ る (固有値 は第 1 根が

0 .3 0
､ 第 2 根 が 0 .2 1) ｡ 第 1 軸 を見 る と

､
正 方向 に は

､ 将来 2 ( 将来 は 出身国 に 居住) ､
I D 2

( 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ) な どが プ ロ ッ ト され て お り､ 負方向に は
､ 家言語 1 ( 家庭 で の

言語が 日 本語) ､
I D l ( 日本人 ア イ デ ンテ ィ テ ィ) な ど が プ ロ

ッ トさ れ て い る｡ こ の こ と か ら､

第 1 軸 は
､ 回答者 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ( 一 日本､

+ 出身国) を 表 して い る と解釈 で き る｡ 第 2

軸 に つ い て は､ 負方向に I D 4 ( ア イ デ ン テ ィ テ ィ が わ か ら な い) ､ 滞在 3 ( 将来 の 居住国が わ

か ら な い) な ど が プ ロ ッ トさ れ て お り
､

ア イ デ ンテ ィ テ ィ や 将来 へ の 確信度 (一迷 い ､ + 確信)

を 表 して い る と解釈 で き る｡

ま た
､ 年齢 ､ 来 日年齢､ 滞在年数 は

､ 左上 一中下一右上 と u 字型 に プ ロ ッ トさ れ て い る｡

す な わ ち ､ 日 本で 生 れ た者 は
､

日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 明確 で あ るが ､ 日本生 ま れ で な く､

中学生 ま で に 来 日 し た者 は
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 将来 に 迷 い を持 っ て い る傾向が あ る｡ 来 日 年

齢 が高く な る と (1 6 歳以上) ､ 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 明確 に な る傾向に あ る｡ 滞在年数､

年齢 に もほ ぼ 同様の 傾向をみ て と る こ とが で き る ｡ 滞在年数 が 短 い もの は (滞在 1
､ 滞在 2) ､

出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 比較的明確で ある が､ 滞在期間が や や 長く な る と ( 滞在 3) ､ ア

ー 7 7 -



人文論叢 (三 重大 学) 第2 4 号 2 0 0 7

イ デ ン テ ィ テ ィ や将来 に 迷 い を も つ 傾向が 強く な る｡ し か し
､ 滞在年数 が さ ら に 長くな る と

(滞在 4) ､ 日 本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 日本 に 居住を 望む 傾向が 強く な る｡ グ ラ フ 中下 に は I D

変化 1 ( ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 変化し た) もプ ロ ッ トさ れ て おり､ 中学生 の こ ろま で の ア イ デ ン

テ ィ テ ィ が確定 しな い こ ろ ま で に 来日 した者 た ちが ､ 日 本 で の 滞在 が長期化 して い く中で ア イ

デ ン テ ィ テ ィ の 動揺や 変化 を経験 して い る こ と が示唆さ れ る｡

3 . 2 節 の結果に 関するイ ン タ ビ ュ
ー

調査

2 節 の 結果 は､ 南米 日系人 に と っ て どの よ う な意味 を もつ で あ ろ う か ｡ 言 い 換 え れ ば
､ 以上

の 結果 を 当事者 で あ る南米 日系人は どの よう に 理 解 し
､

そ の 理 由を どの よう に 考え る だ ろ う か｡

こ の こ と を検討す る た め に ､ 三重県 に 在住す る 4 名 の 南米出身者 に
､

イ ン タ ビ ュ
ー

を行 っ た ｡

イ ン タ ビ ュ
ー 協力者 は､ C (2 0 代男､

ペ ル ー 出身､
1 6 歳 で 来 日､ 大学院生､ 県内の 小学校や

教会で 外国籍児童 の 学習指導補助) ､
良 (20 代女､ ペ ル

ー

出身､ 1 5 歳 で 来 日､ 大学院生
､ 県内

の 小学校 や 教会 で 外国籍児童 の 学習指導補助) ､
T ( 2 0 代男､

ブ ラ ジ ル 出身 ､
9 歳 で 来 日 ､ 大

学生
､

地元 で 外国人対象の 日本語教室の ボ ラ ン テ ィ ア を継続) ､ M (3 0 歳代後半女､ 主 婦､ ブ

ラ ジ ル 出身､ 1 0 歳代後半 で 来 日､
19 年経過､ 県内の 小中学校 で 外国籍担当 の 指導員 を 長く経

敬) で あ る｡ イ ン タ ビ ュ
ー

で は ､ 2 節の 結果 を図表 と簡単 な 文章で 提示 し､ 口頭で 説明 した 後､

自由 に 意見 を述 べ て も ら っ た ｡ 全体的結果 に つ い て は
､

4 人 と も共通 し て ､ わ か りや す く納得

の い く結果 で あ る と し て い る｡ 以下､ 項目 ごと に 内容 を整理 して 提示す る｡

(1) ア イ デ ン テ ィ テ ィ と将来 の 居住国

ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は､ ｢ 環境次第｡ 親 の 影響 が 大 き い｣ ; ｢ た と え ば 県営団地 は家賃

が安 い の で ブ ラ ジ ル 人 が多く住ん で い て
､

ブ ラ ジル 人 コ ミ ュ ニ テ ィ が で き て い る た め､ ブ ラ ジ

ル 人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が維持 さ れ やす い｣ ; ｢ 日 本人ア イ デ ン テ ィ テ ィ を もつ か どう か は
､

日本

語 が で き るか どう か が大き い｣ ; ｢ 幼 い こ ろ来日 した 子 どもは ､ ほ とん ど完全 に 日本人｣ な どの

意見が あ っ た｡ ま た
､
｢ ア イ デ ンテ ィ テ ィ の ｢ 共存｣ と ｢ わ か ら な い｣ は ほ ぼ イ コ ー

ル で は な

い か｡ 人 に よ っ て は､ 都合 の い い よ う に 使 い 分け をして い る か も しれ な い｣ との 指摘もあ っ た｡

将来の 居住国 に つ い て は
､
｢ 将来 ブ ラ ジル に 帰り た い と言 う者 は 多 い が､

ほ とん どは帰 ら な

い し
､ 帰 っ て も 1 - 2 年 で 日本 に舞 い 戻 っ て くる ケ ー

ス も多 い
｡ 実際､ 帰 っ て も､

ブ ラ ジ ル に

は仕事 が な い の が現状｡ さ ら に ､ 小学生く ら い ま で に 来日 した 場合､
ポ ル トガ ル 語 が ビ ジネ ス

に耐え る レ ベ ル で はな く､
か なり勉強しな おさ な けれ ばな らな い と思う｣ と､ 希望 と現実の ギ ャ ッ

プが 指摘 され た｡

ア イ デ ン テ ィ テ ィ と将来 の 居住国 の 関係 に つ い て は､ ｢ 親 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 同 じで も､

将来の 居住国に つ い て は 親 は母国､ 子 どもは 日本 と い う ケ
ー

ス が多 い の で はな い か｣ ; ｢ 将来の

居住国 は親子 で
一

致 して い て も､ ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は､ 親 は 出身国だ が 子供 は 日本ま

た は共存 と答 え て い る 者も多 い の で は な い か｣ な どの 意見 が あ っ た｡

(2) ア イ デ ン テ ィ テ ィ
･ 将来 の 居住国と 日本 で の 滞在期間

滞在年数､ 来日 年齢 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 関係 に つ い て は ､ ｢ 現在 1 1 年以 上 日本 に い る者 は
､

日本 で 生 ま れ た か､ ほ と ん ど物心 つ く前 に 来日 した 者 で ､ 今 1 5 歳 ま で く ら い の 者で あ る｡ し
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た が っ て ､ 日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が多 い と い う の も理 解 で き る｡ 今後
､

も う少 し母国 で 成長

して か ら来 日 した 者 が滞在 11 年 を超 え た とき
､

同 じ よ う に 日 本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 多 い か

どう か はわ か ら な い ｡ お そ らく､ 家庭や 周りの 環境､ 日本 で の 体験 に 大きく影響 され る と思わ

れ る｣ ; ｢ 日 本 で 生 まれ た者､ 小 さ い 頃に 来日 した者 は､ 小学校 の 初期､ 日本人 の 子 ど もの 中で

国籍が 日 本 で な い こ と を恥 しく感 じ､ 誇りを もて ず ア ンデ ン テ ィ テ ィ に 悩む ケ ー

ス もあ る ｡ そ

う い う子 どもも､ 大 きくな っ て
一 旦母国を体験す る こ とで ､ 母国 に誇りを持ち ア イ デ ン テ ィ テ ィ

が 目覚め る場合が 多 い｣ ; ｢ 小学校以下で 来日 した者 に ､ 2 つ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 共存 して い

る ケ
ー

ス が 多い ｡ こ の こ と は､ 親の 影響の ほ か に ､ 日 本語が どれ だ けで き るか ､ どれ だ け学校

に 慣 れ て 友達 が で き る か な ど が影響 して い る の で はな い か｣ な ど､ 滞在年数､ 来 日年齢 と
､

そ

れ に 応 じた生活経験が ､ ア イ デ ンテ ィ テ ィ の 形成 に 強く影響を及 ぼ す との 指摘が 目立 っ た ｡ ま

た ､ R と C は､ ｢1 5
,
6 歳 で 日 本 に 釆 た が､ 日 本人的 に な っ て く る こ と ば あ っ て も､ 日本人 で

あ る と考 え た こ と は な い
｡ 母文化 へ の 誇 り は変わ ら ず維持 して い る｣ と述 べ て い る ｡

滞在年数 と将来 の 居住国の 関係 に つ い て は､ 次の よ う な意見が あ っ た ; ｢ 滞在 が 1 1 年以 上 で

あ る に もか か わ らず ､ 将来 の 居住国をわ か らな い と回答 して い る者 が多 い の は
､ 日 本語 が で き､

日本 の 文化 に 慣 れ て もな お
､

日 本で の 生活 に 不安をも つ もの が少 な くな い こ と を 示 して い る の

で は な い か ｡ 実際､ 向 こ う ( 母国) の 方が の ん び り で き て 楽 しい と い う 声を よ く聞く｡ こ の 不

安 に は､ 親が 日本 で 苦労 して い る姿 を見て い る こ と か ら､ こ れ か ら も ず っ と 日 本で 同 じ こ と を

して い て い い の か と い う疑問が あ る の で はな い か｡ ｣ ま た ､ ｢ 将来 どう な る か
､ 親が 帰 っ て も 自

分 (子 ども) が 日本 に 残 る の か
､ 興味が ある｣ と の 声も聞か れ た｡

(3) 家庭で の 言語 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 将来の 居住国

家庭 で の 言語 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は
､
｢ 親 が母国の こ と を どの よ う に 話す か も､ ア

イ デ ン テ ィ テ ィ に 大 き な影響を与 え る｣ ; ｢ 親の 日本語習得 の 意欲 や能力も大 き な影響 が あ る｡

親 が 日本語 が で きな い と 日本人 へ の 誤解や 良くな い イ メ
ー ジ を持 つ 者 が増 え､ 子供 に マ イ ナ ス

の イ メ
ー ジを与 え る｣ ; ｢ 親 の 教育経験の 有無も重要 な要素 と な る｡ 親自身 に し っ か り し た教育

を受 け た経験 が な い 場合､ 子 どもに し つ けが で きず 教育 の 仕組 み や重要性 が理 解 で き な い ｡ 高

校受験 に と っ て 重要な 時期 に 子供を 長く国 へ 連 れ て 帰 っ た りす る｣ な ど､ 親 の 影響 を重視す る

意見が 多 か っ た｡

日本語能力 と将来の 居住国と の 関係 に 関す る意見も多 か っ た｡ た とえ ば､ ｢ 将来､ 言葉 を使 っ

て 日本 で 仕事 が で き る か どう か
､

とい う要素 が大き い ｡
コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン能力 の 有無 が将来

計画 に 大 き な影響 を与 え る｣ ; ｢ 日 本語が で き なく て も仕事の た め 日本 に 残り た い と思う 者 が多

い が ､ 日本 で 暮 ら す こ との 不安 は大き い｣ ; ｢ 日本語が で きな い 場合､ 不安 だ が仕事 の た め に 日

本 に 住む か ､ 言葉 の 通 じる 母国で の ん びり し た暮 ら しを す る か ､ と い う 選択 で 悩 む者もい る｣

な ど で あ る｡ ま た
､

日 本語能力 に つ い て は
､ ｢ どう い う 環境 に 住 ん で い るか ､ と い う こ と が

､

大き い ｡ 日 系人 の 多 い 団地 や 集住地域 に 住 ん で ブ ラ ジ ル 人学校 に 通 っ て い る場合
､

日本人 と の

交際も少な く日 本語も上 達 しな い｣ ; ｢ 公立 の 学校 に 通 っ て い る 場合､ 日本語 の 上 達程度 は
､

そ

の 子 どもが 周囲 の 日本人 と どの くら い 関わ る か に 左右 さ れ る ｡ そ の 意味 で は､ 学校 や担任 の 責

任も大きい｣ ; ｢ 親 が積極的に 日 本人 と交 われ ば子 どもも日 本人の 友人が 増 え る と い う よ う に ､

親の 姿勢 に も影響 さ れる｣ な どの 指摘 が あ っ た｡
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(4) 差別 ･ い じめ の 経験 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ

出身国 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を もつ 者に 差別 ･ い じ め経験 が 多い と い う 結果 に つ い て
､ 次 の よ う

な意見 が あ っ た ; ｢ 言葉 が で き な い こ と で
､

い じ めの 対象 に な り易 い ｡ 逆 に 言葉が で き る と誤

解が 少な く､ 誤解 が あ っ て も関係の 修復が容易で あ る｡ 言葉が で き る で き な い の 差は大 き い｣ ;

｢ 文化の 違 い と言 う よ り､ 習慣 の 違 い が分 か っ て い な い こ と が き っ か け で ､
い じ め の 対象 に な

り易 い｣ ; ｢ 日本人側 に さ ほ ど悪意が な い よう な場面 で も
､

日本語 が十分 で き な い と ､ 自分を非

難 さ れ て い る よ う に 感 じ る こ と が多 い ｡ 日 本語 が わ か ら な い た め に
､

日 本人を 誤解 し非難 して

い る者 も少 なく な い｣ ; ｢ 若者白身に 差別や い じめ を受 け た経験 が な くて も
､

親の 体験話を 聞 い

て 影響を受 ける こ とが あ る ( た だ し
､ 親の 体験 が必ず しも正 しく伝 わ っ て い る と は限 らな い) ｡｣

こ の よ う に ､ 日本語 や 日 本の 習慣が わ か らな い こ と か らく る
､

日 本人の 言動 に 対す る い わ ば過

剰反応を 指摘す る意見が あ っ た ｡

ま た
､

こ れ と 関連 して ､ 日本人との 交流の 薄さが 情報不足 に つ な が っ て い る と い う意見もあ っ

た ｡ た と え ば
､
｢ 親 の 人間関係が 同 じ会社の 同国人だ けで と どま っ て い る と

､
日 本の 学校 の 情

報が 入 らな い ｡ そ れ ど こ ろか ､ 日本の 学校 に 入 れ る と い じめ られ る と い っ た 一

面的な デ マ が流

れ て い た りす る｣ な どの 意見が あ っ た｡

全体 と して
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 将来の 居住国の 問題 に は､ 日本語能力 や 日本 の 生活習慣 へ

の 適応能力が 大きく関わ っ て い る こ と ､ そ れ ら は親の 影響や 周囲 の 社会的環境 に よ っ て 左右 さ

れ る こ とが 強調 され た ｡

4
. 総括と展望

以上 ､ (1) 日本 で 暮 らす 南米 日系 の 青少年 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成 は
､ 来 日 時年齢 や 滞在期

間と強く関連 して い る こ と ､ (2) ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 分布 と 比 べ て
､ 将来 の 出身国に つ い て は

母国を選択す る割合 が小 さ い こ と
､ (3) ア イ デ ン テ ィ テ ィ と関連す る 要因 と し て

､ 家庭 で の 使

用言語､
差別 ･ い じめ の 経験が あ る こ と､ を述 べ て きた｡ こ れ らの 結果 は

､ 当の 南米 日系の 人 々

に と っ て も
､

重要 な 関心 事 で あ っ た｡ 以下､
そ れ ぞ れ に つ い て 考察 して い こ う｡

(1) ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成に は ､ 来 日 時年齢と 滞在期間が 大きく影響 し て い る｡ こ の 結果は上

述 の 箕浦 (1 99 1) の 結果と も符合 す る｡ もう 少 し詳 しく見る と､ 日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を

も っ て い る の は 7 歳未満で 来日 した子 ども ( 日 本で 生 ま れ た 子 ど もも含 む) の み で あ り､ 日

本人 と 出身国人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が共存 して い た り､ わ か ら な い と 回答 した の は ､
ほ と ん

どが 12 歳 ま で に 来 日 し た子 どもた ちで あ っ た｡ ま た､ 滞在期間が 10 年以下で 日 本人ア イ デ

ン テ ィ テ ィ を も っ て い る者 は い な か っ た｡ 箕浦 (19 9 1) は
､

ア メ リ カ に 暮 らす 日 本人の 子 ど

もの ア メ リ カ文化 へ の 適応 に つ い て
､

9 歳未満で 渡米 し た子 ども は異文化 へ の 抵抗をあ ま り

示 さ な い こ と ､
9 歳か ら 11 歳 の 場合 は 比較的 ス ム

ー ズ に 適応す る が
､ 母文化 と の 違 い に 困

難を感 じ る子 ど ももい る こ と､
1 1 歳か ら 15 歳 の 場合 は母文化 と新 し い 文化の 不協和を 感 じ

る こ と､
1 5 歳以降の 場合 は そ れ ま で に 暮 ら した 母文化 の 影響 が 色濃く残り､ 異文化 に 包摂

さ れ て し ま う こ と ば な い こ と､ を見出 して い る ｡ そ して こ の 結果か ら
､

9 歳か ら 1 5 歳 ま で

が
､

文化特有の 意味空間 を体得 し内在化す る重要 な臨界期 で あ る と して い る ( 箕浦,
1 9 9 4) ｡

本研究が 示唆す る の は
､

エ ス ニ ッ ク ･

ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形成に も同 じ よ う な臨界期 が あ る こ

とだ ｡ 具体的 に は
､

1 3 歳く ら い に な る と母国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が確 立 し
､ 異文化 に 入 っ
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ー

ト調査をもとに-

て も それ が 揺 ら ぐこ と ば まず な い ｡ し か し､
1 2 歳以下 で 来 日 し た場合､ 母国人 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ が 形成途上 の た め
､ 母国人 ア イ デ ンテ ィ テ ィ が揺 ら い だり

､
日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と

共存 し たりす る｡ 特 に
､ 小学校年齢 で 来日 した 子ど もた ち に は

､
そ の 滞在 が長期に な る に し

た が っ て
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 揺れ も顕著に 現 れ て い る｡

(2) 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を持 ち つ つ も
､
将来 の 居住国と し て 出身国を選択 しな い 者 が多

い ｡ こ の こ と は､ 現在 日本 に 暮 ら して い る と い う状況 の 中で
､ 実利的､ 現実的な将来設計 を

して い る 者が 多 い こ と を示 し て い る｡ 中に は
､

日本語 が十分 と は い えず ､ 日本 が好 き と い う

わ け で は な い に もか か わ らず ､ 生活 の た め
､ 家族の た め に 日本 に 住む と い う者も少 なくな い ｡

南米日 系人の 将来設計 に つ い て は
､ 丹野 (1 9 9 9) の 在 日 ブ ラ ジ ル 人工 場労働者 の 将来設計

に 関す る調査 が 参考 に な る ｡ 今後 の 日 本 へ の 滞在予定を聞い た と こ ろ
､
｢1 年｣ ｢2 年｣ ｢3 年｣

の 計 が 5 2 .0 % に 対 し､ ｢ 1 0 年｣ ｢1 0 年以上｣ ｢ 永住｣ の 計は 5 .2 % と少 な い ｡ 反面 ､
｢ わ か ら

な い｣ が 36 .6 % と 3 分 の 1 を 越え て い る｡ ま た
､ 滞在 が 予定外 に 延 び た理 由 で は

､ 初来 日

者 ･ 複数回来 日者 と も､ ｢ 日本 が良 い か ら｣ (2 .
4 % ･ 5 .9 % ) ､ ｢ 子 どもの 教育 の た め｣ (4 . 2 % ･

3 .1 % ) と い っ た積極的な 理 由は 少な く､ ｢ 貯金が で き な い｣ (2 6 .1 % ･ 4 0 .4 % ) ､
｢ 出身国 の 状

況 が 悪 い｣ (1 5 .7 % ･ 2 6 . 2 % ) ､ ｢ 出身国 で 見通 しが た た な い｣ (ll .9 % ･ 1 8 .3 % ) な ど､ 消極

的 な 理 由が 多 い ｡ ま た
､ ｢ 日本 で 結婚 し た｣ (1 5 .8 % ･ 1 7 . 7 % ) と い う 理 由も少 な くな い ｡

1 9 9 8 年 の 調査 で あ る が ､ い ず れ も日本滞在 が長期化す る ほ ど滞在理 由 も明確 に な る こ と が
､

こ の 調査 か ら見 て 取れ る ｡ 本稿の ア ン ケ ー ト調査は
､

そ の 後 7 年を経て 行 っ て い るの で あ る

が ､ そ の 間､ 丹野 の 調査対象 とな っ た人 々 の 子 どもが 呼 び寄せ ら れ ( あ る い は 日本で 生ま れ)

成長 し て い る ケ ー ス も少な くな い で あ ろう ｡ 回答者 の 若者 の 将来設計 に こ う し た背景が 影響

して い る で あ ろ う こ と ば 十分考 え ら れ る｡

将来の 居住国に つ い て
､

もう 2 点述 べ て お き た い ｡ 出身国ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も つ 者の 約

3 分 の 1 が
､ 将来 の 居住国を出身国 と回答 して い る｡ しか しお そ らく現実 に は､ さ ま ざま な

事情 (特 に ､ 上 述 の ｢ 消極的理 由｣) か ら
､ 将来に わ た っ て 日本 に 住 む こ と を余儀 な くさ れ

る ケ
ー

ス が 多い だ ろ う｡ ま た ､ 滞在年数が 11 年以上 で あ る に もか か わ ら ず ､ 将来 の 居住国

を わ か ら な い と回答 し て い る者 が少 なくな い ｡ こ の こ と は
､ 日本語 を操 り､ 日 本文化 に 十分

適応 した 子 どもた ち に と っ て も､
なお 日 本で の 生 活 に 不安 が残 る こ と を示 して い る か も しれ

な い ｡

(3) ア イ デ ン テ ィ テ ィ と関連す る 要因と して ､ 家庭 で の 使用言語､ 差別 ･ い じめ の 経験 が 見出

され た｡

家庭 で の 言語 が 日 本語 で ある の は
,

日本人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も つ 5 名 の み で あ り､ 彼 ら

は全員が 日本 で 生 ま れ た 者 で あ っ た｡ した が っ て
､ 母国 で 生 まれ て か ら来 日 した子 どもの 家

庭 で は､ 母国語､ あ る い は､ 母国語 と 日本語 が使わ れ て い る｡

一

般 的に ､ ほ と ん どの 親 は 日

本語が 堪能 で は な い の で
､

日 本語 と母国
･

語 の 両方が 使用言語 と な っ て い る家庭 で は
､

親 ( 演

同士 ､ 親か ら子 ども) が 母国語 ､ 子 ども (兄弟同士 な ど) が 日本語 と い う パ タ ー

ン が多 い と

思わ れ る｡ こ の よ う な パ タ ー

ン の 場合､ 子 どもが 日 本語を 覚え る に つ れ て
､ 言語 の ギ ャ ッ プ

か ら親子の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が 困難 と な っ て い く こ とが 懸念 され る｡ 反面､
あ る程度大 き

くな っ て か ら来 日 した子 どもは､ 日本 の 学校 で 学ん で い る か ら と い っ て
､

な か な か 日本人 と

同 じよう に 日 本語を操 れ る よう に はな らず ､ とりわ け い わ ゆる 学習思考言語に お け る - ン デ ィ

キ ャ ッ プが 大き い ( イ シ カ ワ
,

2 0 0 5) ｡ 特に ､ 第
一

言語 を習得す る ( お よ そ 12 歳) 以前 に 来
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日 した場合､ 母国語も日 本語も学習思考言語の レ ベ ル に 達 しな い お そ れ が あ り､ 子 ど もの 言

語環境 に は十分 な配慮が 必要で あ る｡ 他方､ 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も ち､ 家庭 で は母

国語 の み を 使用す る 者が き わ め て 多 い ｡ お そ ら く彼 ら の 中に は
､

南米日 系人が 大半を占 め る

職場 で 働くな ど
､ 母国語の み で 生 活で き る よう な環境 に あ る者も い る と思わ れ る｡ こ の よう

な環境 で は
､ 出身国 ア イ デ ン テ ィ テ ィ は強固 に 維持さ れ る だ ろう が ､ 反面､ 日本 で の 滞在が

長期化 した 場合 に
､ 日 本 へ の 適応 が進 ま な い 危険性もあ る か も しれ な い

｡

差別 ･ い じめ の 経験 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 関連 に つ い て は ､ 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を

も つ もの に 比較的経験者が 多か っ た｡ 青少年期 に 学校 や 社会 に お い て い じ め ･ 差別 を受 け る

経験 は､ 自分が 外国人 で あ る こ と を 再認識さ せ られ る 負の 要因 で あり､
こ の 経験 が ア イ デ ン

テ ィ テ ィ の 形成 に 影響 して い る 可能性は否定 で き な い ｡

一

方､ 出身国人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が

強固な 者が ､ 対人的 な習慣､ ル ー ル ､ 表現方法 な どの 違 い を あえ て 出す こ と に よ っ て
､

日本

人の 不快感や 誤解 を招 き､ 差別や い じめ に つ なが っ て い く こ と もあり う る｡ た と え ば
､ 外国

人 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を強く持 つ 者が ､ 大勢 の 中で も自分の 意見をは っ き り言 う､ 前置き な ど

娩曲的 な表現をせ ず 直裁 な物言 い を す る な ど､ あ えて 日 本人的言動 と は異 な る言動 を す る よ

う な 場合､
そ の こ と が い じ め や差別を 誘発 す る こ とも あ る だ ろ う｡

ま た
､

差別や い じ め の 経験 は
､

日 本語 の 能力 と も深く関連 し て い る｡ こ の こ と ば 3 節の イ

ン タ ビ ュ
ー

で も多く の イ ン タ ビ ュ イ ー が 指摘 し七 い た｡ 具体的に は､ 日 本語 が よ く理 解で き

な い た め に
､

もと もと悪意 なく対応 して く れ た 日本人 の 態度 に 疑念 を抱 き ､
そ れ を差別 ･ い

じ め と捉 え る ケ ー

ス ､ ま た
､

そ う した 誤解を持 っ て 対応 し 日本人側 の 感情を害 し､ 差別的な

態度 の き っ か け と な っ て し ま う ケ ー

ス な どで あ る｡ 以上 の よ う に ､ 差別や い じめ の 経験と ア

イ デ ン テ ィ テ ィ の 間に は
､ 相互強化的な 関係が あ る と い え る｡

1 9 9 0 年 に 入 管法 が 改定 さ れ て 以来､
1 6 年 が経過 した｡ 現在､ 日本 で の 滞在 が 1 0 年を 超え る

若者の 多く は､ 幼少時 に 来 日 し
､ 中学生､ 高校生 に 相当す る年齢 に な っ て い る｡ 最近 で は､ 南

米日 系人 の 定住化 が進 み つ つ あり､ 日本で 結婚 して 子 どもを生 む ケ ー

ス も増え て い る｡ 母国 で

の 生活経験 が ほ と ん どなく､ 生活史 の 大部分を 日 本で 過 ご して い る 若者が ､ ごく自然 に 日本語

を話 し､ 日本 の 価値観 や行動規範を身 に つ け､ 日 本人ア イ デ ン テ ィ テ ィ を形成す る ケ ー

ス は
､

今後 も増加 し て い く だ ろ う｡
こ の よう な ケ ー ス で は ､ 親 の ほ と ん ど は 日本語 を あ まり話せ ず ､

明確 な 出身国ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も っ て い るた め に ､ 親子 の 間の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン や価値規

範の ギ ャ ッ プ を どう す る か が課題と な る｡

他方､ 中学生､ 高校生く ら い の 年齢 に な っ て か ら､ 来日 す る 若者も多 い
｡ 彼 ら は､ 母国で ､

第
一

言語 た る母語 を身 に つ け ､ 学習思考言語を マ ス タ ー し､ 母国の 文化文法 を体得 し
､

強固な

出身国 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も っ て い る｡ 彼 らの 多くは
､

ま だ 滞在年数が そ れ ほ ど長く は な い が ､

こ の 先滞在 が長期化 して も､ ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 揺 ら ぐこ と ば な い だ ろ う｡ こ の よ う な ケ ー

ス

で は､ 日常的な交流が 出身国人同士 の 間で 限定 され て い る こ とが 多く､ 日 本語 が 堪能 で な くと

もそ れ ほ ど不便 で は な い こ とが 多い ｡ しか し､ 日本で の 滞在が 予定以 上 に 長期化 した り､ 日 本

で 結婚や 出産をす るな ど して ､ 日本人や 日本社会 との 関わりを持 た ざ る を え なく な っ た と き に ､

日本文化 へ の 不適応や ､ 日 本人と の コ ン フ リ ク トが問題 と な る可能性 が あ る ｡

最も問題 と な る の は､ 小学生くら い の 年齢 で 来 日 した 若者 で あ る｡ 小学生の 時期 は､ 第
一

言

語 を習得 し､ 学習思考言語を操れ る よ う に なり､ 文化の 価値規範 を 内面化 し､
エ ス ニ

ッ ク ･ ア

ー 82 -



永田素彦 ･ 藤本久司 日系南米人の 若者の アイデ ンテ ィ ティと生活経験の関係一三重県で の ア ンケ
ー

ト調査をもと に-

イ デ ン テ ィ テ ィ を形成す る重要 な時期で あ る｡ こ の 時期 に 母国 を は なれ て 異文化 で 暮 らす こ と

に な る と
､ 下手をす る と

､
どち ら の 国の 言葉も､ 文化文法も､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ も身 に つ か な

い こ と に な りか ね な い ｡ 実際､ 小学校年齢で 来日 した 子 ど もた ち は､ 滞在 が長期 に な る に し た

が っ て
､

ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 揺れ も顕著 に現 れ て い る ｡

今後､ 南米日 系人 の 定住化 が進み
､ 若者､ 特 に 就学年齢の 子 ど もが 増加す る こ と が予想 され

て い る ｡ 最近 で は､ 文部科学省が 2 00 5 - 6 年に ｢ 不就学外国人児童生徒支援事業｣ を実施､ 総

務省が 2 00 6 年 に ｢ 多文化共生推進 プ ロ グ ラ ム｣ をま と め る な ど､ 外国人 の 生 活環境､ 教育環

境 を 改善 し よう と い う 動 き が 国 レ ベ ル で も見ら れ る よう に な っ た｡ 日 本 で 暮 らす 南米 日系 の 若

者 た ち が
､ 今後の 成長 の 過程 で どの よう に ア イ デ ンテ ィ テ ィ を形成 して い く の か

､ 日本や 母国

で の 生活経験や 心 理 的距離､ 家族や 友人と の 関係性な どさ ま ざま な影響 に 配祝 し つ つ
､ よ り深

く検討 して い き た い ｡

注

1) た と え ば
､

｢ 在日 ブ ラ ジ ル 人 に係 る諸問題 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム｣ (2 0 0 4 年 3 月 ､ 外務省) で は
､ 教育

問題 と し て
､

｢ 学校 へ の 不 適応な どを 要因 とす る不就学児童 の 増 加 (推定約 1 万 5 千 人) は 最も深刻

な 問題 とな っ て い る
｡ 不就学 に伴う 青少年犯罪 の 急増も深刻 で あ る｣ と述 べ られ て い る｡

h tt p :// w w w ･ m o fa ･g o ･j p / m o f aj/ a r e a /1 a ti n a m e ric a /k aigi/b r a zil/ sy m p o

_
2 0 0 4 ･ ht m 1

2) エ ス ニ
ッ ク ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 密接 に 関わ る概念 に

､ 文化的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が あ る
｡ 文化的 ア イ

デ ン テ ィ テ ィ と は
､

｢ 自分 自身が あ る 文化 に所属 して い る感覚｣ で あ り (鈴 木,
2 0 0 5) ､

｢ 国籍が ど こ

で あ れ
､

日 本人 と か ア メ リ カ 人で あ る とか い う こ とか らく る深 い 感情､
ラ イ フ ･ ス タイ ル

､
立 居振舞

い
､ 興味や 好み や考 え 方を 全部 ひ っ くる め た もの｣ で あ る (箕浦,

19 9 1
, p .2 4 6) ｡ 本稿で は

､ 両者 を

同義 と して 捉 え て い る
｡
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